
842 核医学　　25巻8号（1988）

急激に肺転移が進行し，9か月後の骨シンチでは両肺の

転移巣に著しい骨外集積を呈した．

　症例2：16歳男性．左大腿骨近位部原発の骨肉腫．

初回骨シンチでは原発巣のみに異常集積がみられた．9

か月後の骨シンチでは，両肺，胸膜，軟部組織の広範な

転移巣に強い骨外集積を認めた．

　症例3：16歳男性．右脛骨近位部原発の骨肉腫．初

回の骨シンチでは原発巣にのみ異常集積がみられたが，

3か月後の骨シンチでは肺転移巣に骨外集積がみられた．

　骨肉腫の骨外転移巣描画における骨シンチの有用性が

評価された．

8．骨病変の67Gaスキャン所見

　　一骨スキャン所見との対比一
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　各種骨病変が，クエン酸ガリウム（Ga－67）シンチグラ

フィにてどのような所見を呈するかを検討するため，骨

シンチグラフィにおいて何らかの異常を示した病巣に関

し，ほぼ同じ時期に施行したガリウムシンチの所見を比

較検討した．その結果，転移性骨腫瘍においては，その

約43％の病巣にガリウムの明瞭な集積を認めた．原発

性骨腫瘍にもガリウムの集積が明らかな例があった．骨

折，打撲，加齢性変化にもガリウムは集積したが，一般

に大部分の集積は淡かった．症例数の多かった肺癌の骨

転移例では約50％の病巣に明らかなガリウム集積が見

られた．原発巣へのガリウム集積がなくても骨転移巣ヘ

ガリウムが集積する例があった．以上の点より，ガリウ

ムが骨（骨髄）病巣に集積するのは，1）骨の無機質，2）

骨の有機質（マトリックス），3）骨髄病巣，の3者への

集積が各種の割合で関与することを推論し，そのおのお

のの症例を呈示した．

9．骨シンチSPECTによるaΨascular　necrosisの評価
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　臨床的に大腿骨骨頭avascular　necrosis（AVN）を疑

われた16症例32関節（男性6人，女性10人）に骨シンチ

を施行した．股関節部への集積をPlanar像とSPECT

像で対比するとともに骨頭部RI－defectの検討を行った．

Planar像で股関節への集積がみられたのは32関節中27

件あったが，このうち骨頭への集積がSPECTで認めら

れたものは11件，約40％のみであった．Planar像で股

関節への集積がみられ，かっ，SPECTで骨頭部への集積

がみられなかったものは全例にSPECTでacetabul㎜

への集積がみられPlanar像ではこの集積を読影してい

たものと考えられた．またAVN初期像である骨頭の

RI－defectはPlanar像では1件も検出できなかったが

SPECTでは全て検出できた．　AVN早期診断にSPECT

は有効である．

10．悪性黒色腫におけるN－isoProPyl・P・II・123］iOdoam・

　　phetamineによるシンチグラフィの検肘
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　悪性黒色腫病巣には，N－isopropyl－p｛1－123］iodoam・

phetamine（1－1231MP）が集積することが知られている．

われわれは悪性黒色腫15症例において1－1231MPにょ

るシンチグラフィを施行し，病巣への集積を検討した．

　1－1231MPは3mCi経静脈的に投与し，直後，4時

間後に300秒／spotで各部位を撮像した．シンチグラム

上，他の臨床的検査法にて病巣が確認された部位の集積

の有無をretrospectiveに検討した．その結果，静注直

後では55％，4時間後では77％の病巣に集積を認めた．

　興味深い症例として，腫瘍内出血を伴う脳転移巣がシ

ンチグラム上欠損像を呈する症例を経験した．また無色

素性悪性黒色腫の症例において，腹腔内転移巣に1－123

1MPが集積を示した．その集積は摘出標本の計測から

も確認された．
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